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　そこで政府においてはこれらに対応するための法制度の整備が進み、まず 2010 年 4月





　更に 2016 年 7 月には 2010 年に施行された「子ども・若者育成支援推進法」の規定に
基づき、子ども・若者育成支援推進施策の推進を図るための大綱として「子供・若者育成




















































































2004 年から 2005 年頃にかけて急激に脚光を浴びた概念である。
　このニートの概念についても先より触れている玄田によって提唱されたものであり、そ
の契機は 2004 年 7月に著された「ニート　－フリーターでもなく失業者でもなく－」2で
あった。






































































20歳以上 59歳以下の在学中を除く未婚無業者の推計人口は、2011 年時点で 255.9 万人で
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あり、そのうちの孤立無業者は 162.3 万人に達し、20歳以上 59歳以下の在学中を除く未
婚無業者の 63％が孤立無業者であることが判明したと報告している。5
　また 2000 年代以降孤立無業者は大幅に増加し、2001 年から 2006 年にかけて非孤立無
業者は減少したが孤立無業者は 85.4 万人から 111.8 万人に急増していることが判明したこ
と、2006 年から 2011 年には非孤立無業者が 84.2 万人から 93.6 万人の 10万人弱の増加に
留まったのに対し､ 孤立無業者は 111.8 万人から 162.3 万人へと 50万人以上の急激な増加
を見せていることなどが報告された｡
図表 6　「60 歳未満未婚無業者数の推移」
　それらの結果を元に玄田は「孤立無業者（SNEP）の現状と課題」を 2013 年 1月に著した。
3．SNEP の把握





























　その統計調査結果によると、1966 年から 53 年間ほぼ毎年（2016 年を除く全ての年）、
約 100 人以上の生徒が進学も就職も専修学校等入学もせず、『その他』の者として報告さ
れている。6
　ちなみに最新のデータである 2017 年度によると、北九州市の全中学校卒業者総数 8,650
人に対し､ 中学卒業後の進路未定者（『その他』選択者､ 以下『進路未定者』とする）が
96人であった。
　先の統計から分かるように、北九州市においては統計が残っている 1963 年からの 53年
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　ちなみにこの調査の最新の年度は 2017 年度であるが、2016 年度における北九州市公立
中学校の卒業者総数は8,903人で、そのうち進学者の総数は8,691人、就職者の総数は30人、

























































6	 北九州市HP、「市政情報『統計調査報告』」より、2020 年２月 14日 17:14 確認
	 http://www.city.kitakyushu.lg.jp/soumu/file_0307.html
7	 北九州市HP、「暮らしの情報『子育て・教育』」より、2020 年 2月 14日 17:35 確認
	 http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu01_0615.html
